
区制 50周年を迎えた東区では、節目となる記念の年を区民の皆さんとともに祝い、地域の一体感を区制 50周年を迎えた東区では、節目となる記念の年を区民の皆さんとともに祝い、地域の一体感を
より深めていくためのシンボルとして、ロゴマークを制作しました。このロゴマークは1年を通してより深めていくためのシンボルとして、ロゴマークを制作しました。このロゴマークは1年を通して
いろいろな行事やイベントに登場します。いろいろな行事やイベントに登場します。

このロゴマークは、町内会の行事やイベントはもちろん、
企業・団体でも使用できます。詳しくは東区のホームページ
（www.city.sapporo.jp/higashi/annai/higashi50.html）を
ご覧ください。

ロゴマークの制作は、東区と地域連携協定を締結しているロゴマークの制作は、東区と地域連携協定を締結している
札幌大谷大学にご協力いただきました。札幌大谷大学にご協力いただきました。
いろいろなデザインが集まり、選考の結果、芸術学部美術いろいろなデザインが集まり、選考の結果、芸術学部美術
学科・山本ゆかりさんのデザインに決定しました。学科・山本ゆかりさんのデザインに決定しました。
3月 1日に感謝状贈呈式が行われ、表彰状を手渡した小田原3月 1日に感謝状贈呈式が行われ、表彰状を手渡した小田原
史佳東区長から、「すてきなデザインをありがとうござい史佳東区長から、「すてきなデザインをありがとうござい
ます。このマークをシンボルに、これからの 1年、区民のます。このマークをシンボルに、これからの 1年、区民の
皆さんが笑顔になるような事業を実施していきたいと思い皆さんが笑顔になるような事業を実施していきたいと思い
ます」と感謝の言葉が伝えられました。ます」と感謝の言葉が伝えられました。感謝状贈呈式の様子

記念撮影（左から、札幌大谷大学の島名
准教授、タッピー、山本ゆかりさん、札幌
大谷大学の堀教授）

札幌大谷大学芸術学部美術学科
　　　　　　　山本ゆかりさん　　　　　　　山本ゆかりさん
「選ばれて本当に嬉しいです。「選ばれて本当に嬉しいです。
デザインは、記念の年をお祝いデザインは、記念の年をお祝い
するイメージでカラフルでポッするイメージでカラフルでポッ
プな色使いにしました。何度もプな色使いにしました。何度も
細かな部分まで調整して、完成細かな部分まで調整して、完成
しました。」しました。」

感謝状贈呈式には
タッピーも参加しました

ロゴマークを制作した山本さんからコメントをいただきました

ふ ふむ む ひ し くか
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